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ソ グ ド 語 雑 録(m

吉 田 豊豆

本稿 は,拙 稿 「ソグ ド語雑録(D」(「 オ リエ ン ト』31/2,1988,PP.165-

176)の 続 編で あ り,ソ グ ド語 に関する雑 多な研究 を集 めた ものであ る.

Lxrβntn

こ の 語 は,パ キ ス タ ン北 部,イ ン ダ ス 河 上 流 の チ ラ ス(Chilas)付 近 で 最 近 発

(1)

見 さ れ た 岩 壁 銘 文 群 の うち の 一 つ に 見 出 され る.こ れ ら の 銘 文 の うち 中 世 イ ラ

ン 語(ソ グ ド語 ・パ ル テ ィ ア 語 ・中 世 ペ ノレシ ア 語 ・バ ク ト リア 語)の も の は,

N.Sims-Williamsに ょ っ て 研 究 さ れ,そ の 読 み と写 真 版 がCo7勿5痂wψ'

(2)

加 鰯 〃z加 π加 駕 〃3の 一 分 冊 と し て 公 刊 さ れ た.近 い 将 来,テ ク ス トに 対 す

(3)

る 注 釈 と語 彙 が,第 二 巻 と して 公 刊 さ れ る とい う.

(4)
xrβntnを 含 む 銘 文 全 体 の テ キ ス ト と訳 は 次 の 通 りで あ る:

nnyβntklZKnrsβ}"γt-kymlkw10'耳RZYIMNk'rt!β γncytkl

y,npt,lyst,tlxrβntnltwxtrlPr,ys,nlrtyZKw「,耳YprI忌yr

wynI'ガMlwγ ぎ

``(1
,)Nanai-vandakthe(son)ofNarisafhavecome(here)on(the)

ten(thday)andaskedaboonfromthespiritofthesacredplace

K'rtthat_Imayarrive(homeP)morequicklyandsee(my)bro一

(1)こ の 地 域 で 発 見 され る,種 々の 言 語 に よ る銘 文 及 び岩 壁 画 に っ い て は,K.JettmarandV.

Thewalt1985参 照.

(2)N.Sims-Williams,3094伽 απ40彦 乃8rlr痂 απ 珈∬ゆ 伽 ∫o∫'ゐ8σ ρρεア1π ぬ ∫,1

(CorpusInscrptionumIranicarum,partII,Vol.III),London,1989.

(3)S三ms・Willams,oカ.c歪 ∫.,P.8.

(4)Sims・Willams,oρ ・`ξ'・,p・ 器 テ キ ス ト中 の1(短 い 縦 線)は 行 の切 れ 目を 示 してい る.
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theringood(health)withjoy"

この翻訳 では訳 出され ていないが,動 詞pr'ys(過 去語 幹pr'γt)「 到 着す

る」 の用法 を考慮すれ ば,xrβntnは 地 名に違 いない.何 故 ならソグ ド語 では,

(5)

動 詞pr'ysは 到着 する場所 として,次 の例の よ うに通 常前置詞kw「 ～へ」を

伴 う名詞 を とる,e.9.'r貸xw重yykwwきf'r'二ykwwnm'nyypr'控 「そ

して 自 ら恥 じ,後 晦す ることになった」(TaleA,11.57-58:W.B.Henning

1945,P.467).し か も,よ り古 い時代 の ソグ ド語 では,機 能 面で このkwに 対

(6)

応 す るのは前置詞'tで あ り,A.D.312-313に 書 かれ たAncientLettersに

(7)
は,実 際にpr'ysが'tを と っている例が在証 される,e.9.写RZY'YK't

srγPr"γt一'nt_「 そ して洛陽 に彼 らが到着 した とき_」(AncientLetterII,

11,36-37:Henning1948a,pp.605,607).

Xrβntnが 地 名で ある とすれば,そ れは現在 のタ ーシ ュクノレガ ーン(中 華人

.民共和国,新 彊 ウイグル 自治 区)の 名称である と考 え られる.タ ーシ ュクノレガ

(8)
一 ンの名前は ,.唐 代以前の中国側の史料では次の よ うに表記 されてい る:

漢 盤陀*xanb'uand'a(「 宋雲行紀」)

渇 葉陀*k'atb'漁nd'a(「 魏 書』102),

詞 盤 陀*xab'uand'a(「 魏 書』8)

漏 盤 陀*k'atb'uand'a(「 梁 書」,「南史」)

喝 盤陀*xatb'u盒nd'a(「 唐 書』221上)

翔 盤陀*ki就b'uand'a(「 唐 書』43下)

蜴 繋 陀*k'12tb'u盒nd'a(「 西域 記」)

渇 飯檀*k'atblw2nd'an(「 慧超 伝」)

これ らの表記 はkh/xarb/vanda(n)の よ うな原語 を 音写 した もの と 考 え ら.

(5)kwは 本来 前 置 詞 で は な か った,cf.Sims-WiH三ams1986.

(6)こ の 銘 文 の 字 体 は,8世 紀 以 降 の もの と考 え られ る殆 ん どの ソ グ ド語 文 献 の 字 体 よ り,An・

cientLettersの 字 体 に近 い,cf.Sims・Williams,oρ.o`'.,P.8.従 って よ り古 い 時 代 の ソ グ

ド語 で 書 か れ て い る もの と考 え られ る.

(7)AncientLettersの 時 代 につ い て は,F・GrenetandN.Sims-Williams1987参 照.

(8)白 鳥 庫 吉 「西 域 史 研 究 』上,岩 波 書 店.1941(再 版1970)pp.132-33を 参 考 に した.
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れ,ソ グ ド文字に よるxrβntn[xarvandan]と 完 全 に一致 する.ソ グ ド語 の

表記は一方で,白 鳥(「 前掲書」, .P・133)に よ って提案 された この地 名の原義

「山道 」(<γar「 山」+pand「 道 」)に 対す る反証 になる.Xrβntnの 原 義 につ

いては今 の所不 明 とせ ざるを得 ない.

(9)桑
山 に よれば,4～5世 紀 中国 と北西 イ ン ドを結 ぶル ー トは,イ ンダス河上

流 のダ レノレ,ギ ルギ ッ ト,タ ーシ ュクル ガ ーン,カ シュガノレを経 由 している.

従 ってチラスに来て いた ソグ ド人が タ ーシ ュクル ガ ーンに向 うこ とは当然予想

され ることで あ り,こ の こ ともxrβntnが タ ーシ ュクル ガーンで あるこ との

傍証 となる.こ のル ー・トが専 ら4～5世 紀 に用い られていた とい う事実は また,

チ ラスの銘文 の字体が4世 紀初 めに書かれ たAncientLetterの 字 体 と似て

(10)
い る こ とと符合す る.

2.西 域 文化資料Nos.1144,2921

『龍 谷大学図書館蔵大谷探検隊蒐集 中央 アジア 出土仏典資料」,龍 谷大学 図

書館,1988,PP.20-24に は筆 者が選 んだ同 コレクシ ョン.中の 中世イ ラン語 文

書 の写真 が掲載 され ている.そ れ らの うちnos.17,21,22は 既 に吉 田1985に

(9)桑 山正 進1985,pp.129-130参 照.

(10)岩 壁 の 銘 文 を 扱 った この 機 会 に,ク チ ャ地 区 の洞 窟 の壁 面 の ソ グ ド語 銘 文 を 紹 介 して お き た

い.ChaoHuashanetaL1987,pls.XC,XCI,XCIVに は 数 個 の ソグ ド文 字 の 落 書 きが 見

られ る(編 集 者 の一 人G.Pi飴ult(oρ.σ 払,PP.178,182)は,こ れ らを ウ イグ ル 文 字 で あ ると 考

え て い る).

(a)PlateXC(2)(=G・ Ωm9)の 上 方 トル コ ・ル ー ン文 字 の左 に垂 直 方 向 に 書 か れ た2行:
'syδIP(

.・)β(一)r

?

内 容 は 不 明 で あ る.人 名 を 表 記 した もの か.

(b)PlateXCI(2)(=G・ Ωm11,G・ Ωm12)の 上 方 に垂 直 方 向 に書 か れ た2行:

tう'ktswmI(m)δy"γty皿 「(私)tj'ktswm(=Tath嬉ata-soma一)が こ こに や って 来 た 」
??

"7tymの ・y一は,一m一 を 書 い て か ら書 き直 した よ う に見 え る.な お,こ の 銘 文 よ り 少 し く左 方 に

ソ グ ド文字 ら しい もの が2・3行 存在 す るが,練 習 用 に 書 きな ぐ られ た もの ら し く,判 読 で き な い.

(c)PlateXCIV(=Dd4).ト カ ラ語 の 銘 文 に 交 叉 す るよ うに1行:

δP'yrC'nt(r)[]「 書 記 者C'皿tr_」

?
クチ ャ地 区 か らは 別 に ソグ ド語 文 書 の 断 片 も発 見 され て い る.PelHotsogdien271(cf.E.

Benveniste1940,P.160)の 原 註`DA.ported'entr6e'のDAは ドゥル ドゥル=ア クル を 示

す もの で あ る.ま たPelliotchinoisD.A。(す な わ ち ドゥ ル ドゥル=ア ク ル 出土 の 漢文 文書)

のNQ.220は ソ グ ド語 の 極 小 断 片 で あ る.後 者 の マ イ ク ロ フ ィル ム は,東 洋 文 庫 チ ベ ッ ト室 に

於 い て 閲 覧 し た.
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於い て発表 され た.ま たnα19の 研 究は,Yoshida1990に 於 いて発表 され

る予定 である.こ こでは残 りのnos.17,25,20(各 々西域文化資料nos.2921,

6341,流 沙 残闘no.5)を 扱 う.

西 域文化資料nα2921は9.5×18.5c士nの 断片で裏 面は空 白である.文 書

の右端のみが残 ってい る.巻 子本の一部 と思われ るが,上 端が行に平行 して,

直 線的に残 ってい る上 に,糊 の跡 も見え ないので,折 本で あった可能性 もある.

西 域文化資料no.1144は この 同じ文書に属す る極小断片で ある.筆 者の知 る

限 り,こ の特徴 のある草 書体の ソグ ド文字で書かれた写 本に属す る断片は,大
＼

谷 コ レ ク シ ョ ン 中 に は 外 に は 存 在 し な い.

(11)
テ ク ス ト

no、1144

1。 δst],cnnδyk,r[δst,

2.](.)yδst,[

no.2921

1.δst,[cn](n),ny一,kxrytkδst,[

2.δst,cnnpyskδst,cnnkwrmy(.)[

3.(c)nnk,s'kk(δ)s(t,)cnny'nm,xδst'[.

4.,ny一,km,th,yncwδst,cnn[

5・cnnβ γm'nchδst(')[c](nn)[

]

]

]

コ

]

cnn..・ δst'「...の 為 に」が頻出す る文書で ある.こ の構文 は仏典Pelliotsog一

(12)
dien8の 廻 向文に も頻出 し,Henningが そ の正 しい意味 を明か に した.こ の

断片 も同様 に先行す る今は失 われ た仏典 に添 えられ た廻 向文 であったのであろ

(11)no.1144の 転写 は,1985年3月 に行 った調査 の際の ノー トに基づいて いる.な お,写 真版 に

添え られた解説で与え られた読みを少 し改善 した.こ の うちnQ.2921の1行 目と4行 目の'ny一'k

はN.Sims・WiUiams博 士の読みであ る.筆 者 の誤 りを指摘下 さった博士 に感謝す る.

(12)Hen夏 量且gユ946,pp.736-737.
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う.

こ こで現われ る 人名 は,δyk'r[],'ny一'kxrytk「 祖 父xrytk」,pysk,

kwrmy(・)[],k's'kk,y'nm'x,'ny一'km'th'yncw「 祖 母'yncw」,β γm'nch

の9個 で ある.β γm'nchは 語 尾 一hを 取 っているので,女 性の名前 と考え らる.

従 って最後の2人 が女性で ある.一 族の うちの男性への廻向文を女性のそれ に

先行 させた もの と考え られ る.

これ らの人 名の うち'yncwは 明 らか に トル コ系の人 名 で あるが(cf.羽 田

1957,P.332,Henning1938,P.554),そ れ 以外は ソグ ド語の も・の と考え られ,

ソグ ド語 及び古代 イ ラン語 の人 名研究 の資料 を提供 する.例 えぱk's'kkは,ぺ

(13)
ル セ ポ リス出土 のエ ラム語 の粘土版 に在証 され るka-sa-ak-kaと 同 源で あろ う.

ま たy'nm'x(〈y'n「 恩 恵」 十m'x「 月(神)」?)は,ト ゥル フ ァンのア スタ ー

ナ出土 の漢 文文 献に現われ るソグ ド人 名曹演莫*雲anm飲 と同 じものであ る

(14)

に 違 い な い.

(15)3
.西 域文化資料No.6341

西域文化資料Nα6341は8.5×26.Ocmの 断片で,左 右の両端 と下端を残 し

ている.こ の文書は実際に使われた手紙の末尾の部分で,今 も折 り跡が残 って

いる.折 り畳んで外側になる部分の2箇 所に2行 ずつ宛先が書かれている.そ

の一方は折 り畳んでできた短冊形の長い辺に平行 して,他 方は逆に短い辺にそ

って書かれている.字 体は草書体の中でも古風なものに属し,sと §は容易に

区別できる.

(13)M.Mayrhofer1973,P.179参 照.

(14)r吐 魯番 出土 文書 』第三冊,文 物 出版社,北 京,1981,p・119参 照.な お,こ れ ら以外の名前

では,xrytkは 動詞xryn「 買 う」の過去分詞形であ り,そ の原義 は 「買われ た」 である.pysk

につ いて は吉 田他1988,p.27参 照.さ らにr吐 魯番 出土文書」第六冊,p.477の 曹畢娑 もこの名前

の音写形 と考え られ る.β γm'nchは βγ一「神」+m'丑 「心」+・c(入 名形成 の接尾辞)と 分析され る

か もしれない.δyk'r[],kwrmy(.)〔]の 語源は不明であ る.

(15)こ の断片 については吉 田1985,p・58に 於いて言及 し,そ のテキ ス トの一部を 引用 して おい た.

ここで はその読 みと解釈 の一 部を改善 した.
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テ ク ス ト

Recto

1.[](s)[1]

2.'cw'ny'pt首kw'nh'skw(')[t](.)'nax(w)typtSk(w)[y'm]

3.,kwβ7wk,n'ktrx'n'sk,tcs'rβntkβryb一 βntkprβrypδkhγr[β]

4.nm'cywptSkwy'm

Versoa

1.β γw,sk'tck,n,ktrx,ns'r

2.δScy'ptδykh

Versob

1.'kw

2.cnn

a或 い は コ(.)nn;b或 い は βrW.先 行 す る γの 尾 とyが 交 叉 し てwtZ似 た

外 見 に な っ た も の と 考 え た.

訳

Recto

「..も し 他 に 申 し 上 げ る こ と が あ れ ば_自 ら 申 し[上 げ ま す].神(の 如 き)

しもべ

KanakTarxanAskat(a)6tこ,僕 で あ るVaγi-Vandakが 神(に 対 す る 場

合)の よ うに 多 く の 敬 礼 を(以 っ て)申 し上 げ ま す.」

Versoa

「神(の 如 き)Askat(a)6TarxanKanakへ_の 手 紙 」

Versob

「～ へ 」,「 ～ か ら 」

訳 注

k'n'ktrx'n'sk'tc:裏 面 に は'sk'tck'n'ktrx'nと あ る.trx'nは 古 代 ト

(16)
ル コ語 の 称 号tarqanで あ る が,k'n'kも'sk'tcも ソ グ ド語 の 人 名 で あ る.

(16)G.Clausoni972,PP.539-40参 照.
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'sk'tcと い う人 名は他 にPelliotsogdien8
,178に も現われ,protheticの 母

(17)音
を 欠 く変異形sk'tcは ム グ文書Nov.3及 びNov.4に 在 証 され る.k'nlkは,

敦 煙 にあ った帰化 ソ グ ド人集落従下郷 の8世 紀 中頃 の戸籍 に現 われ る人 名,康

(18)(19)

迦 那 と同 じものであろ う.今 の ところ筆者 には,k'n'ktrxhと'sk'tcと い

う2人 の人間 が問題 になってい るのか,全 体 が1人 の人 間の名前 と称号 なのか

決定 できない.

βγy一β11tk:原 義 「神の僕⊥ 同 じ構成 の名前 βγβntkyは,上 述 した インダ

(20)
ス河 上流 の銘文群 の中 にも見出 され る.さ らにアスターナ出土文書 中の康婆何

(21)畔 陀(*b'
uaγab'uand'a)も 同 じ構成 の名前であろ う.

prβ γypδkh「 神 に(対 する)よ うに」:Pδkhの 意 味 「あ り様,様 式」 につ

いては,Benveniste1946,P.116及 びHenning1946,P.722参 照.こ れ

と類似 の'cnztwnm'cywβr'n'YKZYwy甑wβ 〆nw「 私 は近 くか ら神 々

に対 する よ うに,(あ なたに)敬 礼を捧げ ます」 とい う表現 は,ALV,4の 書 き

(22)出
しの定 型句の一 部 として現われる.ま た ムグ文書の手紙 文の多 くには,手 紙

(23)
の書 き出 しの定型 句の一部 が手紙 の末尾 に於 いて繰 り返 されてお り,本 手紙 文

書 もその形態 を とっている もの と考 え られる.

誌cy'ptδykh「 誌cy'pt(の)手 紙」:誌cy'ptと い う語形は初 出である.こ れ

は,Mahrnamagの 高 昌(cyl1'ncknδ)の 信者 の リス トに現 われる δき'pt(上68)

(24)

及 び クチ ャ('kwcyk)の 信 者の中の δc'pt(11.81-82)と 同 一の語 に違い ない.

さ らに,.羽 田 亨が 校訂 したマ ニ 教 ウ ィグノレ語 の 祈願 文中 の 人 名 の リス トに

δ渓p)[]と 読 める箇所が あ り,こ の部分 で もδ§'(p)[t]と 補 うことがで きるだ

(17)D.Weber1972,P.194,n.15参 照,

(18)池 田 温,「8世 紀 中 葉 にお け る敦 燵 の ソ グ ド人 聚 落 」,rユ ー ラシ ア文 化 研究 』1,1965,pp.

49-92(特 にp.64)参 照.

(19)ALIIのk'n'kkも 参 照 せ よ.

(20)H.Humbach1980,p.224,Nr.137.

(21)上 掲r吐 魯 番 出土 文 書 』,第 三 冊,p.319.

(22)類 似 の 別 の 表 現 にっ いて はSims・Williamsl981,p.235参 照.

(23)例 え ばB-10,B-15,B-16な ど.

(24)F.W。K.M丘11er1912,PP.10-11.一Scy・ 〉 き・及 び ・首cy一〉 ・c一の 変 化 の う ち,後 者 につ いて

は 実 例 が あ る,cf.GMS§382及 びN.Sims・WilliamsandH.Hal6n1980,P.7.前 者 に

つ い て も同 様 に,調 音点 を 同 じ くす る子 音 の 子 音 束 の 単 純 化 と考 え られ る.
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(25)
ろ う.こ れ らの文脈か ら考 えて δ配y'pt,etc.は 人 名或 いは称号 と考 え られる.

しか し,語 源等 は不 明である.

手 紙文書 を扱 った この機会 にP.Ziemeが 発 表 したマニ教 ウイグル語 の手

紙 の練 習に書 かれた,ソ グ ド語 の 単語 の存在を 指摘 してお ぎたい.P.Zieme

1975,Text32(=TII122=Ch/U6854,図 版XLVI)の ウ イグノレ語の第1行

と第2行 の間には ソグ ド語 で'tβ 〆nw'nγwnw「 神 々に似た[avtadan]へ 」 と

(26)書
か れている.ま た第6行 の後に書かれたZiemeがtipdawanu,qfpdawanu

と読 む語 は どち らもxypδ'wntw「 御 主入(様)」 と読 まれ るべ きで ある.な

お,こ の語 に先行 する文字 のややかすれた部分は,大 胆な推測が許 され るなら,

γw'n(w)['](c)ypt(§)一[kwy'm]「 罪 の許 しを(お 願い)申 し上げます」 と読
(27)

む こ とがで きるか もしれ ない.

この文書はその字体か ら判断 し同一人物 によって書かれた もの なの で,ソ グ

ド語 で もウ イグル語で も文章 を書 くこ とがで きる人間がいた証拠 の一つ となる

で あろ う.

4.流 沙 残 闘

8.0×9.Ocmの 断 片で,両 端 を欠いてい る.漢 文仏典 『妙法蓮華経 』の紙背

を利用 して書かれて いる.ソ グ ド文字 で書 かれ てはいるが,言 語 は ソグ ド語 で

は な く,ソ グ ド文字 で音写 され た漢語 の仏典 である.

転 写

1.[](.)t[]

2.[](..)多 一ypkymxwc[y]x[]

3.[]1ykynx'yxwnk[]

4.[]sypyxβwt'yきyn[]

(25)羽 田亨1958,P.329,L7.羽 田 はdぎ_と 読 ん で い るが,'の 後 にPの 円 の一 部 が 見 え る.

(26)ソ グ ド語 の 手 紙 の 初 頭 に は,こ の表 現 が 用 い られ た 例 が あ る,cf.Sims・Wi11iamsand

Hal6n,art.cit.,p.7.な おZiemeはatva7anuanatuと 読 ん で い る.

(27)こ の 表 現 は,マ ニ 教 ウ イグ ル 語 の 手 書 文 書 に 用 い られ る 定型 句 の 一 つsuy-dayazuqda

bo6unu6t伽 鷺t践gin鴛rbiz(Zieme,oρ.`鉱,p.65,702-703)に 対 応 す る.
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5.[](.)kymxwcyγ βwn(.)[]

6.[]kynx'yxwnkm'[]

7.[]tsytyt(.)[]

㍗yp(=入*丘210P),kymxw(=金 剛*klomkang),xwnk(空*k'ung)は

明 らか であるが,こ の仏典 の原典 を比定 で きないので,他 の転写 形を漢字に還

元 する ことができない.こ の断片の存在 か ら,ソ グ ド人 が漢文仏典を翻訳す る

だけでな く,音 読 もしていた ことが知 られる.実 際,未 発表なが ら漢文仏典を

ソグ ド文字 で音写 した資料は他に も存在する.筆 者が把握 してい るのは次の3

(28)

点 で ある.

(i)so14,830(=TIIT12)正 書体 の ソグ ド文字に よる 音写(7行)の

そばに対応 する漢字 を添 えた資料.書 き込 まれた漢字か ら,ソ グ ド文字が縦書

きされていた ことがわか る.W.Sundermann氏 と百済氏に よる共同研究が

予定 されてい ると聞 く.筆 者は,'百 済 氏 よ り提供 され たこの文書 の写真 のゼ ロ

ックス ・コピーに よ り調査 した.(!Hansen1968,P.84,n.2が 言 及す るの

は この資料に違い ない.

(ii)Mainz160+Mainz624.左 端 を欠 くpo㌻hiの 断 片で表裏各 々9行 を

残 してい る,書 体は正書体 である.禅 宗の 文献で ある 『金剛五礼』の音写 で

(29)
あ るが,こ れは裏面の最後 の7行 で終わ ってお り,残 りは別 の仏典 の音写 であ

る.従 って,こ のpothiは 一 連 の漢文仏典を連写 した もの の一葉 であったこ と

になる.「 金剛五 礼』 を含む漢文写本が多 くの 場合連写本 である ことも,こ の

ことを証明す るだろ う.こ の文献は西ベル リンのStaatsbibliothekに 於 い て

原物 を調査 した.現 在 その研究 を準備 中である.

(iii)TIDIIIy107.こ れ もpothiの 断 片 である.上 記 のpothi同 様 表

裏各 々9行 を残 してい る,内 容 の比定は できていない.筆 者はハ ンブノレグ大学

(28)な お,Hamilton1981は ソグ ド文字で音写 された漢語の数詞を発表 した.

(29)r金 剛五礼」 については川 崎 ミチ コ1980,pp.310-312参 照.敦 煙 出土のr金 剛五 礼」を

含む写本 には,筆 者 の知る限 り次の11点 があ る:S1674,4173,4712,P2975,3559,3645,3792,

北京図書館所蔵鳥29,衣37,乃74,ン ニングラー ド本 Φ176.従 って川 崎 ミチ コ1980の 記 事は改

め る必要があ る.
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の イラン学科所蔵の写真 によって調査 した.

(30)

最 近 ウィグノレ文字で音写 した 『薬師経』の存在が報告 され た.ソ グ ド文字は

ウイグル語 の表記 に も用い られる ことがあ るので,こ れ らの音写仏典が,実 は

ウィグノレ人 に よって使 用 されたのではないか,と い う疑 いは残 る.特 に(ii)の

資料 に於 け る漢語 の見母の取 り扱いは,基 本的に ウイグル語 に導入 された もの

(31)
と同 じである ことは注 目すべ ぎである.

Appendix

　 教 ウィグ囎 の断片を校訂し臨

、Z'eme197轡 する うち・二 の三の点
に気が付いたので,報 告 してお ぎたい.

A.TextllCh/U6818v

Text11は,パ ノレテ イア語 の讃歌wa加nhas6nag『 初 聲讃 夷敷文』の ウ イ

グル語訳 である.こ の点は,こ の同 じ讃 歌を含む2種 類 のウ ィグノレ語文書 を,

(33)
.敦 燈 出土 の文献中に発見 し校訂 したJ .Hamiltonが 明 らか に した.

全 体が22のverseか ら成 る この讃歌 の うち,例 えば第7verseは パ ノレテ ィ

(34)
ア語 及びその ソグ ド語 訳,ウ ィグノレ語 訳では次の よ うで ある:

frhy匙[hsyng](M259cVerso)「 最 初 の愛 」
愛 最初の

fry2w(y)pyrnmcyk(TM351Verso)「 同 上 」

愛 最初の

(35)
amranmaqaきnuqf.tinturat益 巧ri(Pelliotchinois3049,1.32)

愛 最初の 風 風(?)神

(30)Zieme1988,p.222,n.9参 照.

(31)例 え ば金*域em,岡1*kangは 各 々 ソグ ド文 字 でkym,量wウ イ グ ル文 字 でkym,qwと

転 写 され て い る.(ウ イグ ル文 字 の資 料 に つ い て は 庄 垣 内1986,pp.37-39参 照).ソ グ ド文 字 の

転 写 に於 け るkとxの 区 別 は,ウ イ グ ル に於 け る と 同様i介 母 の有 無 に 依 存 して い る もの と思 わ

れ る.

(32)な おZ玉eme1975,PP.48-49に 引 用 さ れ たTIIS21a(=U261)は,r千 手 千 眼 観 世 音 菩 薩

大 悲 心 陀羅 尼 』,「 大 正 』(No.1064),20巻,P.116aに 当 る.

(33)Hamilton1986,p.46.

(34)パ ル テ ィア 語 版 及 び そ の ソグ ド語 訳 はE。Morano1982,P・23に 依 る.た だ しfry'w(y)

の読 み はHamilton,oρ.`∫'.,P.47に 従 う.

(35)Hamilton,o♪.σf'.,P.39.同 じverseはoカ ・σ5'.,P・49及 びZieme,oあc5彦.,P.33

に収 録 され て い る.
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Hamiltono♪.o'彦.,P.43は 上 の文 を`L'amour,c'estledieude1'Airpri-

mordiarと 翻 訳 している.ま た注釈(oρ.6猛,P.47)に 於 いて,ト ノレコ語 で

は形容詞 は名詞 に先行 するので,a§nuqi「 初 めての」 は後続 の語 を修飾 して

いる としてい る.こ の点ではZiemeやK.R6hrborn1988,P.245も 同様 で,

この讃歌 に頻 出す るa甑uqiを す べて後続の語の修飾語 として翻訳 している.

しか しソグ ド語訳 に於 いて も普通 の語順 に反 して,pyrnmcyk「 最 初 の」 が

先行 の語を修飾 してい るよ うに,a甑uΦ も先行す る語 を修飾 しているに違 い

ない.ソ グ ド語 もウイ グノレ語 もこの点 では,原 典 であるパ ルデ ィア語 の語順 に

忠実 に従 った ことになる.写 本 でa帥uqfの 後 に しば しば置かれている句読点

は,明 らか にそこに意味 の切れ 目が あった ことを示 している。

B.Text18TIDx17(U219a,b)

Text18は 光 の国のFatherofGreatnessに 捧 げ られた讃歌 である.筆 者

は この同 じ讃歌 を含 む断片 の写真 が,「 西域考古図譜』 下巻,大 正 四年,国 華

祉,西 域 文書(6)に 掲 載 されて いる ことに 気 が付 いた.こ の 文書は 漢文仏典

(「佛説 灌頂七萬二千 肺王 護比丘呪経」,「大正 』21巻,PP.535-536)の 紙 背 に

書かれてい る.断 片は両端 を残 してお り,残 され た16行 の うち最初 の1行 以外

はほ ぼ完全 に読み とれ る.ZiemeのText18の 最 初の4行 が本断片の最後の

4行 に対応す る,つ ま り本文書 はText18に 先 行 する部分 に対応 する.

(36)

テ ク ス ト

1。[](・m…),(w)y年 一,kyka

2.kwrwr-syz.ym'ywknwrmntnkrym

3.sy多 一'nkpy首twym'npyr'"δyncyγ

4.y'rwxkwrt1'tyδ'1n'nkzk'rwtnkrym

5.syzxwtlw7'y1/ykp'き'nkz一 δ'k'δwr

(36)こ の文書に用い られ たウイグル文字は非常 に特殊で,Sh.Gengeta1.1989,pp.343-45

に指摘 され たような,古 風 な特徴 を示 している.ま た,森 安孝夫1989,pp.455-57が 古 い写本 の特

徴である.ことを明 らかに した,語 末 の ・Xと ・γの 区別 もあ る.そ れ らの ことが 明 らかになるよ う

に,こ こでは敢えて文字転写のみを提示す ることにした.解 釈 については,翻 訳 か ら諒解され たい.
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6・syz.kwyrtl'twγy　 δyncyγy'r宙x

7.kwrkwnkwz。yyr,wy年2n,nk,,nt'γ

8.ywx.ym'ywknwrmntnkrymsyz一'nk

9.'kyykrmytwy-m'ny'rwxtnkryb

10.xyrえynynk'rw.syz一'nk,,δyncyγy,rwx

11.,wrδwnkwz-ny.,wlwγpwkwnx,1yty .

12.,yl'ytyr-1'1㌧ym,ywkwnwrmntnkr[ym]

13.sy写 一'nk"ltmyきtwln'ntwrlwk

14.'wy一'wncynk'zγ'rw.sy多 一'nk'wl一,w(γ)

15.y'rwx'yレ'nk多 一δ"wkwきtwrlwk

16.,wkryncwlwk,wy一'wr1,wynwr一(1)[,r]c

a或 い はn(w)y写 一'kyk;b行 を うめ る た め にrを 長 く引 ぎ伸 ば し て い る;esic .

Text18で は,wyn,ywr-1,r(oynayur-lar)

訳

(37)(38)「
… 上 に あ る も の を

,あ な た 様 は,見 ら れ ま す.ま た 神 よ,私 は あ な た 様 の5

(39)万里
の(大 ぎさの)特 別にすばらしい,輝 く,美 しい王冠に敬礼 します.(そ

れを)神 よ,栄 光ある王であるあなた様は,そ の頭にかぶられます.美 しいそ

の徽章,特 別にすばらしい,輝 くあなた様の姿に匹敵するものは地上には全 く

あ りません.ま た神よ,私 はあなた様の12万の,輝 く,神 なる処女神に敬礼

致 します.そ の者たちは,あ なた様の特別にすば らしい,輝 く宮殿を,そ の大

きな柱で持ち上げて 運びます.ま た神よ,私 はあなた様の60万 種 の楽人に敬

礼 します.そ の者たちは,あ なた様の偉大な,光 の国で,多 種多様な楽 しい音

楽を演奏します…」

C.Text32TII122(Ch/U6854)

(37)こ の解 釈 は庄 垣 内正 弘 氏 によ る もの.或 い は6zakik「 中心 を 」 か?

(38)原 文siz.敬 意 を 示 す 為 の2人 称 複 数 形 で あ るの で,こ の よ うに 翻 訳 した.以 下 同 様.

(39)原 文pyr'(b三rの.光 の 国 を 描 写 した ソグ ド語 文 書M178で は,対 応 す る語 と して(βrywr)

fswx`(tenthousalld)parasang'が 用 い られ て い る,cf.Hen皿ing1948,P,313.
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この断片 に含 まれるい くつか の ソグ ド語 の単語 につ いては,既 に上 で触れ た.

この断片 には もう一箇所2行 にわた って ソグ ド語が書かれ てい る.こ の点 につ

いてはZiemeが 明 らか に し,W.Sundermannが そ の部分 を翻訳 した.テ

(40)
ク ス トとSundermamに よ る訳 は次 の通 りである:

tnkrymnxwmyδrwきn

ywk:prwyrt,m,ntyprnXwnty

`DesGottes`Licht-Nous'gl廿cklicheLehr -Transformation'

こ こ では,ソ グ ド語 の表現ywkprwyrt'm'ntyに つ いて考察 してみたい.

SundermannがLehrと 訳 したywk「 教 え,教 訓」 については問題 がない.

prwyrt'm'ntyは 動詞Prwyrtの 動 名詞 形である.こ の動詞 の原義は 「回転

させ る」 で,他 に .「形 を変 える(transform),翻 訳 する」 の意味 もある.Sun-

dermannは 目的語がywkで あ ることを考慮 して,Transformationと い う

訳語 を選 んだ もの と考 え られる.

一 方Ziemeは この行 に対す る注釈 で,ywkと い うソグ ド語形が,マ ニ教

(41)

ウ ィグノレ語文献 に も用 い られ ている ことを指摘 した.こ の文書 は,敦 煙 出土 の

漢訳 マニ教文献(北 京図書館所蔵 宇56),所 謂Trait6に 対 応す る ウイグル語

(42)

版 で ある.当 該の部分 のウ ィグノレ語版,漢 訳 は各 々次 の通 りである:

t6rt荘nこa1(蝉gdinΩy廿runitmazbaきikaymaqIηabitigoq至maqiBa

yukt甑virmakiηa一[..]..bi忌[in6_]

`Viertens:Erdenktandie(richtige)ZeitderHymnenundverpasst

(sic)nicht.DurchdasRezitierenderHymnen,durchdasLesender

(40)Ziemeの テ ク ス トを少 し く改 め た.

(41)マ ニ 教 ウ イ グル 語 文 献 に は,多 くの 中世 イ ラ ン語 の 単 語 が 借 用 され て い る,cf.A.van

Tongerloo1988.中 に は原 語 を 確 定 す る こ とが 困 難 な こと もあ る.Geng,eta1.1987,P.53,

n.20が 齢birと 読 み,文 脈 か ら`Kampfplatz,Arena'を 意 味 す るイ ラ ン語 の 借 用 語 と考 え

た もの は,'spyrと 読 み,パ ル テ ィ ア語 璽spyrか らの 借 用 語 とみ な す べ きで あ る.パ ル テ ィ ア語
更spyrに つ い て はSundermanロ1981

,P.30参 照.ま たHamilton1986,P.58,1.15の
'
w忌'yは 単 にrw甑 「光 」 と読 まれ る べ き で あ ろ う.nの 後 に あ る奇 妙 な 字 形 は,次 の 語 の 最 初

の 文 字 を 書 き誤 った もの で あ ろ う.

(42)Trait6の パ ル テ ィ ア語 原 典 及 び諸 言 語 の訳 に つ い て は,Sundemlann1983参 照.ま た ウ イ

グ ル 語 訳 につ い て は,最:近 発 表 され た 改 訂版H.・J.Kli皿keitandH.Sch皿idt-Glintzer

1984が 便 利 で あ る.
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(43)
B廿cher,durchdasBedenkenderLehre....'.

四 者讃 唄禮調轄調抄窟縫念思惟如是 等時無有虚 度

`Viertens:DieHymnenrezitierensieentsprechend .denRiten ,und

dasRezitierteschreibensieniederundwiederholenesinGedanken;

aufdieseWeisegibteszukeinerZeiteinenAugenblick,derleer

..(44,)w
are.

(45)
と ころで ウイグル語 の 伍vir一 は 「回す」 を意味 し,ZiemeのBedenken

は 漢 訳及び文脈 を考慮 した意訳 である.従 って ソグ ド語 のywkprwyrt'm'nty

と ウ イグルのyuktavirmakは,完 全 に並行す る表現 で,そ の原義 は 「yuk

を 回 転 させ るこ と」 である.

マ ニ教 ウ ィグノレ語 の文献 の多 くは,イ ラ ン語 か らの翻訳 であ り,こ の場合 も

yuktavir一 は,ベ ース となったパル テ ィア語乃至は その ソグ ド語訳 の表現 を

(46)

直 訳 した もの であろ う.こ の表現は,ywkを 勉 強す る ことに係 わる ものであ

る ことに違いないが,そ の具体的 な意味を特定 できない.ま た漢訳 とウ イグル

(47)

語 訳 は一対一 に対応 しないの で,漢 訳 もこの場合助け にな らない.

因 みにPelliotsogdien12}よ 短 いywkを 集 めた ものである.そ の内容 は

(48)
非 常 に一般的 で,特 定の宗教 を前提 と しない.従 ってHansen1968,P.88が,

これを仏典 とみ なす のは適切 では ない.む しろゾロアスタ ー教 のHandarz文

(43)KlimkeitandSchmidt・Glintzer,art.cit,p.95の 訳.Ziemeの もの を少 し く改善 し

て い るが,こ こで 問 題 にす るyuktavirmakiηaに つ いて は,ど ち らもdurchdasBedenken

derLehreと 訳 して い る.

(44)H.Schm三dt・Glintzer1987,P.97の 訳.

(45)cf。Clauson1972,P.443。

(46)こ の部 分 に対 応 す る パ ル テ ィァ 語 版M5845,M4450(cf.Sundermann1983,pp.234-

35)は,残 念 な が ら発 表 さ れ て い な い.

(47)勿 論 「轄 諦 」 の 「轄 」 が これ に対 応 す る も ので は な い か とい う疑 い は残 る.ま たprwyrtの

特 別 な 意 味 「くり返 す(?)」 につ いて は,Sundermann1981,P.48,559も 参 照 せ よ.

(48)例 え ば34番 目 の教 訓 の一 節 は 次 の よ うで あ る:

_p'rZYrync'kk"z.'wnywkywc'yprtrc'n'kwγrβ γゼm'kpr'yc'ypwywk

pyδ'rrtkδ 忌yr'kkywk'PZY'βs'kywγtyβ'yrt忌yZKywkL'pn'y.首tβwtrty

ZKIIm'thZYZKn'BYwZYZKnkwtr7nt'k・h'm'アL'kwnty_「 … とい うの は,

小 さい 子 供 に教 訓 を 教 え る こ と は,教 訓 を 与 えず に 多 くの財 産 を 残 す こ と よ り 良 い か らだ.も

し良 い 教 え と訓 練 が 授 け られ て い るな ら,そ の者 の 教 訓 は失 わ れ 得 な い.そ して 両 親 と 一 族 に

悪 い評 判 を 立 て な い …」(P12,11.35-39).
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献 と比較 されるべ きか もしれない1も しこの推定 が正 しい とすれば,ゾ ロアス
.(49)

タ ー教のモチ ーフを利用す るこ とが あった マ.二教徒が,こ の文献 を書い てい た

可能性 も出て くる.
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